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追
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吾

目
　
　
次
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め
に

二
、
『
江
都
督
納
言
腰
文
集
』
　
に
つ
い
て

三
、
文
体
分
析
の
視
点
と
し
て
の
文
章
構
成
法

四
、
『
江
都
督
納
言
厩
文
集
』
所
収
追
善
願
文
の
文
章
構
成

五
、
唱
導
文
献
に
引
用
さ
れ
た
『
江
都
督
納
言
腰
文
集
』
所
収
追
善
願
文
の
摘
句
－
文
章
構
成
と
の
関
わ
り
か
ら
－

六
、
む
す
び

一
、
は
　
じ
　
め
　
に

国
語
史
研
究
の
谷
間
と
言
わ
れ
た
院
政
・
鎌
倉
時
代
の
言
語
の
研
究
も
、
こ
こ
数
年
の
進
展
に
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
、
文
字
・
表

記
、
文
法
、
音
韻
研
究
は
も
と
よ
り
口
頭
語
や
漢
語
を
中
心
と
し
た
語
彙
研
究
に
関
す
る
論
考
も
多
く
を
数
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
鎌
倉
時
代
の
言
語
体
系
全
般
に
つ
い
て
は
依
然
そ
の
輪
郭
さ
え
も
ぼ
ん
や
り
と
し
た
ま
ま
で
あ
っ
て
不
透
明
の
感
を
払

（1）

拭
し
得
な
い
。
そ
の
主
た
る
原
因
の
一
つ
に
、
夙
に
築
島
裕
博
士
が
「
鎌
倉
時
代
の
言
語
体
系
に
つ
い
て
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
5
1
－
4
、
昭
甲

4
）
に
於
い
て
指
摘
さ
れ
た
、
彪
大
な
量
の
漠
文
体
の
述
作
の
多
く
が
な
お
手
つ
か
ず
の
状
態
で
あ
り
、
そ
の
位
置
付
け
の
未
だ
な
さ
れ
て
い



な
い
こ
と
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
議
論
を
院
政
期
に
限
定
し
て
も
、
今
昔
物
語
集
を
中
心
と
す
る
説
話
の
言
語
の
研
究
は
盛
ん
に
な
さ
れ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
の
当
代
の
述
作
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
側
面
の
存
す
る
こ
と
は
否
め
ず
、
従
っ
て
院
政
期
の
言

語
世
界
の
全
体
像
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

院
政
期
の
漢
文
体
の
述
作
と
一
口
に
言
っ
て
も
多
種
多
様
の
も
の
が
存
す
る
け
れ
ど
も
、
当
時
の
文
学
と
し
て
、
最
も
公
的
な
晴
れ
の
意

味
を
持
つ
一
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
願
文
・
表
白
の
類
が
存
す
る
。

（2）

小
峯
和
明
氏
の
指
摘
さ
れ
る
如
く
、
と
り
わ
け
院
を
願
主
と
す
る
堂
供
養
や
院
の
追
善
と
い
っ
た
法
会
は
、
ま
さ
に
国
家
を
象
徴
す
る
一

大
晴
儀
で
あ
り
そ
の
法
会
自
体
を
言
語
で
荘
厳
し
浄
化
す
る
役
割
を
願
文
は
お
び
た
。
即
ち
、
こ
こ
に
願
文
、
表
白
の
類
を
さ
け
て
、
院
政

期
の
言
語
体
系
を
解
明
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
思
う
由
縁
が
あ
り
、
こ
の
種
の
文
章
は
背
後
に
国
家
を
背
負
っ
た
院
政
期
と
い
う
時
代
の

表
現
で
あ
っ
た
と
認
め
得
る
の
で
あ
る
。

大
江
匡
房
は
、
こ
の
院
政
期
の
文
人
貴
族
に
あ
っ
て
著
述
の
質
・
量
と
も
に
群
を
抜
い
て
い
る
が
、
中
で
も
願
文
の
述
作
は
お
び
た
だ
し

い
も
の
が
あ
る
。
匡
房
の
願
文
は
、
法
会
儀
礼
の
盛
行
に
即
応
し
、
院
政
期
文
化
の
動
向
を
如
実
に
反
映
し
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
本

稿
で
は
、
ま
ず
、
こ
の
大
江
匡
房
の
作
品
に
注
目
し
、
彼
の
願
文
の
表
現
の
類
型
的
性
格
を
析
出
し
て
み
た
い
と
思
う
。

二
、
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
に
つ
い
て

m
従
来
の
研
究

大
江
匡
房
作
の
願
文
の
全
容
は
、
没
後
の
編
纂
と
思
わ
れ
る
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
に
窺
え
る
が
、
巻
第
四
を
欠
く
現
存
分
だ
け
で
も

優
に
百
二
十
篇
を
超
え
る
。

こ
の
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
に
関
す
る
研
究
は
、
未
だ
多
く
は
な
く
、
次
の
十
第
を
数
え
る
程
度
で
あ
る
。

①
山
崎
誠
「
身
延
文
庫
本
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
零
本
に
つ
い
て
」
（
『
国
語
国
文
』
5
0
－
6
、
昭
5
6
・
6
）

『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
所
収
追
善
願
文
の
文
章
構
成
に
つ
い
て
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②
同
「
江
都
督
納
言
願
文
集
侠
文
（
覚
書
）
」
（
『
国
書
逸
文
研
究
』
1
0
、
昭
5
8
・
2
）

③
宮
田
俊
彦
「
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
に
つ
い
て
」
（
『
常
磐
学
園
短
大
研
究
紀
要
』
ほ
、
昭
5
8
・
望

④
小
林
芳
規
「
六
地
蔵
寺
蔵
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
の
訓
鮎
に
つ
い
て
」
（
六
地
蔵
寺
善
本
叢
刊
第
三
巻
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
解
題
、
昭

5
9
・
汲
古
書
院
）

⑤
山
崎
誠
「
六
地
蔵
寺
蔵
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
　
の
本
文
に
つ
い
て
」
（
同
右
）

⑥
細
田
季
男
「
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
と
唱
導
文
献
」
（
『
中
央
大
学
国
文
』
輿
昭
6
0
・
3
）

⑦
小
峯
和
明
「
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
　
の
世
界
0
－
堀
河
院
追
善
靡
文
を
中
心
に
－
」
（
『
中
世
文
学
研
究
』
堕
昭
6
2
・
8
）

⑧
同
「
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
　
の
世
界
0
－
後
三
条
院
関
連
願
文
を
中
心
に
－
」
（
同
堕
昭
6
3
・
8
）

⑨
同
「
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
　
の
世
界
臼
－
中
宮
賢
子
追
善
原
文
を
め
ぐ
っ
て
－
」
（
同
堕
平
元
・
8
）

⑩
同
「
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
の
世
界
佃
－
江
家
を
め
ぐ
る
－
」
（
同
堕
平
2
・
8
）

①
～
⑥
は
、
本
文
な
ら
び
に
そ
れ
に
加
え
ら
れ
た
訓
点
に
つ
い
て
、
⑦
～
⑩
は
、
一
連
の
注
釈
作
業
を
通
し
て
匡
房
作
願
文
の
文
学
史
的

意
義
を
闇
明
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

㈲
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
所
収
願
文
の
概
観

『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
の
構
成
は
、
願
主
や
追
善
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
故
人
の
身
分
に
よ
っ
て
部
類
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
巻
第
一
帝

皇
、
巻
第
二
仙
院
・
后
妃
、
巻
第
三
大
臣
・
諸
卿
、
巻
第
五
女
人
・
尼
公
、
巻
第
六
上
客
・
庶
人
の
如
く
で
あ
る
。
現
存
諸
本
巻
四
を
欠
い

て
い
る
（
先
掲
①
・
②
山
崎
論
文
）
が
、
金
沢
文
庫
本
『
言
泉
集
』
や
叡
山
真
如
蔵
本
『
類
句
抄
』
な
ど
よ
り
、
僧
侶
に
係
る
　
「
出
世
間
部
」

で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
い
る
　
（
⑥
細
田
論
文
）
。

所
収
願
文
の
配
列
に
つ
い
て
は
、
六
地
蔵
寺
本
と
身
延
文
庫
本
で
異
な
る
場
合
が
あ
っ
て
、
例
え
ば
、
六
地
蔵
寺
本
の
巻
第
二
に
収
め
ら

れ
て
い
る
「
堀
河
院
御
仏
事
」
は
、
身
延
文
庫
本
で
は
巻
第
一
に
収
め
ら
れ
て
い
て
こ
の
場
合
は
内
容
上
巻
第
一
が
妥
当
で
あ
ろ
う
こ
と
が



指
摘
さ
れ
て
い
る
　
（
⑤
山
崎
・
⑦
小
峯
論
文
）
。

文
章
の
内
容
は
、
死
者
の
冥
福
を
祈
る
追
善
願
文
を
中
心
と
し
て
、
供
養
堂
塔
・
神
嗣
修
善
な
ど
の
願
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
但
し
、

所
収
の
作
品
に
は
願
文
以
外
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
、
「
院
俄
盛
光
御
修
法
祭
文
」
（
巻
第
一
）
や
「
陽
明
門
院
諷
詞
」
（
巻
第
二
）

な
ど
を
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
、
「
－
－
廟
文
」
と
標
題
の
な
い
場
合
は
、
そ
の
扱
い
に
注
意
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

三
、
文
体
分
析
の
視
点
と
し
て
の
文
章
構
成
法

本
稿
の
目
的
は
、
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
願
文
の
表
現
の
類
型
的
性
格
を
析
出
す
る
こ
と
に
あ
る
。
考
察
の
視
点
は

多
ゝ
存
し
よ
う
が
、
ま
ず
は
、
文
章
全
体
に
目
を
向
け
て
文
章
構
成
法
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
願
文
の
文
章
構
成
に
つ
い
て

（3）

は
、
以
前
に
平
安
初
頭
期
の
空
海
や
菅
原
道
真
の
作
品
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
際
に
も
拠
っ
た
山
岸
文
庫
本
整
版
『
王
澤
不

掲
紗
』
二
　
（
『
諷
請
願
文
表
白
筆
鉢
』
も
同
一
）
に
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

一
番
　
四
種
次
第
（
一
世
間
無
常
通
用
儀
也
・
一
孝
行
儀
・
一
仏
法
賛
嘆
・
一
悲
嘆
哀
傷
）

二
番
　
聖
霊
平
生
存
生
之
様

三
番
　
病
中
之
様

四
番
　
逝
去
之
様

五
番
　
悲
嘆
事

六
番
　
日
数
事

七
番
　
修
善
仏
経
事

八
番
　
時
節
景
気
事

九
番
　
音
因
縁
事

『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
所
収
追
善
願
文
の
文
章
構
成
に
つ
い
て
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十
番
　
廻
向
句
事

右
の
二
番
聖
霊
平
生
存
生
之
様
～
五
番
悲
嘆
事
よ
り
、
こ
れ
は
追
善
願
文
に
限
っ
て
の
構
成
を
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、

以
下
、
匡
房
の
願
文
に
於
い
て
も
中
心
的
な
位
置
を
占
め
る
こ
の
追
善
願
文
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

四
、
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
所
収
追
善
願
文
の
文
章
構
成

㈲
検
討
の
対
象

『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
所
収
の
文
章
に
は
、
願
文
以
外
の
作
品
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
前
項
に
於
い
て
指
摘
し
て
お
い
た
が
、
他
に

標
題
に
「
　
－
　
願
文
」
の
称
の
見
え
な
い
篇
が
相
当
数
存
す
る
。
祭
文
・
諷
詞
文
な
ど
と
の
内
容
・
言
語
表
現
上
の
相
違
が
明
ら
か
に
な
っ

て
く
れ
ば
、
次
第
に
こ
れ
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
に
願
文
・
祭
文
・
諷
論
文
と
認
定
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
ろ
う
が
、
今
は
さ
し
あ
た
り
標
題
に
「
－

願
文
」
の
称
を
明
示
し
、
か
つ
年
紀
が
あ
っ
て
作
成
年
次
の
明
確
な
も
の
を
選
定
し
た
。
こ
の
う
ち
、
亡
き
人
の
菩
提
を
祈
願
す
る
追
善
願

文
は
、
筆
者
の
調
査
で
は
二
十
篇
を
数
え
た
。
左
に
作
成
年
次
の
古
い
も
の
か
ら
順
に
掲
げ
て
み
る
。

1
、
後
三
条
院
五
七
日
御
願
文
　
（
巻
第
一
、
延
久
五
年
六
月
十
二
日
）

2
、
殿
下
御
八
講
願
文
　
（
巻
第
三
、
承
保
二
年
五
月
四
日
）

3
、
為
亡
室
四
十
九
日
願
文
　
（
巻
第
六
、
承
保
四
年
六
月
廿
四
日
）

4
、
金
剛
寿
院
供
養
願
文
　
（
巻
第
二
、
永
保
二
年
六
月
十
三
日
）

5
、
法
勝
寺
常
行
堂
供
養
願
文
　
（
巻
第
二
、
応
徳
二
年
八
月
廿
九
日
）

6
、
円
徳
院
供
養
願
文
　
（
巻
第
二
、
応
徳
三
年
六
月
十
六
日
）

7
、
母
堂
為
先
老
修
善
願
文
　
（
巻
第
五
、
寛
治
二
年
六
月
廿
二
日
）

8
、
安
楽
寺
内
満
願
寺
願
文
　
（
巻
第
三
、
康
和
二
年
九
月
十
九
日
）



9
、
遠
江
内
侍
為
母
周
忌
願
文
　
（
巻
第
五
、
長
治
二
年
十
一
月
六
日
）

1
0
、
堀
河
院
旧
臣
結
線
経
願
文
　
（
巻
第
一
、
嘉
承
二
年
九
月
）

1
1
、
前
女
御
道
子
逆
修
願
文
　
（
巻
第
二
、
嘉
承
二
年
十
日
目
）

1
2
、
皇
后
宮
亮
願
文
　
（
巻
第
六
、
嘉
承
二
年
十
二
月
廿
一
日
）

1
3
、
奉
為
故
博
陸
殿
室
家
被
供
養
自
筆
法
華
経
願
文
　
（
巻
第
五
、
嘉
承
三
年
六
月
廿
八
日
）

1
4
、
同
右
（
同
右
）

1
5
、
源
中
将
願
文
　
（
巻
第
六
、
天
仁
元
年
十
二
月
二
日
）

1
6
、
右
大
弁
奉
明
母
被
修
道
修
善
願
文
　
（
巻
第
三
、
天
仁
二
年
二
月
日
）

1
7
、
中
宮
御
堂
供
養
願
文
　
（
巻
第
二
、
天
仁
二
年
六
月
廿
九
日
）

1
8
、
円
宗
寺
五
大
堂
願
文
　
（
巻
第
一
、
天
仁
三
年
）

1
9
、
顕
季
卿
室
千
日
講
結
願
願
文
　
（
巻
第
五
、
天
永
元
年
十
一
月
三
十
日
）

2
0
、
大
北
政
所
奉
為
故
二
条
殿
於
高
陽
院
被
修
八
請
願
文
　
（
巻
第
五
、
天
永
三
年
六
月
）

㈲
文
章
構
成
の
実
際
－
後
三
条
院
五
七
日
御
厨
文
・
法
勝
寺
常
行
堂
供
養
願
文
の
場
合
－

匡
房
の
願
文
の
内
、
文
学
的
価
値
の
高
い
作
品
に
つ
い
て
は
、
既
に
小
峯
和
明
氏
の
注
釈
が
あ
り
、
構
成
次
第
の
各
段
毎
に
分
か
っ
て
検

討
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
小
峯
氏
の
御
論
に
導
か
れ
つ
つ
、
右
の
Ⅲ
の
願
文
の
中
で
、
最
も
作
成
年
次
の
古
い
1
、
後
三
条
院
五
七
日
御
願
文
と
、
堂

供
養
の
願
文
で
あ
る
が
故
中
宮
賢
子
の
追
善
の
意
を
込
め
た
5
、
法
勝
寺
常
行
堂
供
養
原
文
の
二
篇
を
取
上
げ
、
文
章
構
成
の
実
際
を
見
て

（4）

ゆ
く
こ
と
と
す
る
。
（
本
文
は
六
地
蔵
寺
本
に
拠
る
こ
と
を
原
則
と
し
、
訓
点
は
省
略
に
従
っ
た
）

（
標
題
）
　
後
三
条
院
五
七
日
御
願
文

『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
所
収
追
善
願
文
の
文
章
構
成
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

［
一
番
　
四
種
次
第
－
一
、
世
間
無
常
通
用
儀
也
］

風
聞
　
切
利
天
之
多
楽
也
　
未
免
悲
於
五
衰
之
日

（
発
句
）

有
虞
帝
之
至
聖
也
　
遂
告
別
於
九
疑
之
雲

（
密
隔
句
）

分
段
之
理

生
死
難
遁
緊
句
〉
者
也
（
送
句
）

［
二
番
　
聖
霊
平
生
存
生
之
様
］

伏
惟
　
太
上
法
王
　
龍
宮
悪
徳

（
傍
字
）

鳥
紀
譲
仁（緊
句
）

握
乾
図
而
臨
朝
　
祐
四
境
於
宛
歩
之
外

居
北
辰
而
理
政
　
字
万
民
於
子
来
之
中
（
密
隔
句
）

莫
下
　
儒
雅
皆
仰
中
興
之
風

（
傍
字
）

花
夏
悉
返
大
素
之
俗
（
長
句
）

［
四
番
　
逝
去
之
様
］

（5）

然
猶
　
幽
閉
有
心
　
忽
楽
脱
履
於
姑
射
之
山

（
傍
字
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

幻
泡
厭
世
　
更
逐
虚
舟
於
菩
提
之
海人雑
隔
句
）

八
四

天
不
与
善

（7）
神
無
祐
謙

去
月
七
日
遂
以
妾
駕
（
漫
句
）

（
緊
句
）

仁
山
巳
崩
　
万
木
猶
含
傷
差
之
色

徳
水
早
場
　
四
海
共
揚
鳴
咽
之
声
（
雑
隔
句
）



計
春
秋
於
四
旬
　
既
同
貌
文
皇
帝
之
宝
詐

唱
滅
度
於
仲
夏
　
日
当
嘉
祥
大
師
之
忌
辰へ
密
隔
句
）

［
六
番
　
日
数
事
］

方
今
　
　
哀
楽
相
変

（
傍
字
）

光
陰
暗
遷
仇
与
五
七
於
往
日
　
敬
嘱
六
十
臥
雲（漫
句
）

（
緊
句
）

掃
燕
寝
而
設
斉
会

捧
恵
業
而
祈
正
覚（
長
句
）

［
七
番
　
修
善
仏
経
事
］

奉
造
立
金
色
阿
弥
陀
仏
観
音
勢
至
像
各
一
鉢
　
奉
書
金
色
妙
法
蓮
華
経
一
部
弥
陀
心
経
等
各
一
巻
　
奉
摺
写
墨
字
六
十
部
開
結
経

天
上
天
下
之
尊
　
堂
亀
相
於
紫
金

元
二
元
三
之
教
　
志
荘
厳
於
彩
銭へ
密
隔
句
）

［
五
番
　
悲
嘆
事
］

彼
　
鳳
閲
鶴
禁
之
為
遺
鉢
也
　
傷
思
於
青
嶋
之
露

（
傍
字
）

椒
庭
蘭
陵
之
為
偏
孤
也
　
錆
魂
於
白
楊
之
風（密
隔
句
）

（
以
下
、
九
番
昔
因
縁
事
が
）

於
戯
　
適
依
往
昔
之
因
　
今
世
巳
隔
展
昏
之
厚
顧

（
傍
字
）

幸
添
母
子
之
儀
　
何
日
亦
蓮
平
生
之
慈
顔

（
浸
句
）

（
長
句
）

（
長
句
）

『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
所
収
追
善
願
文
の
文
章
構
成
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

薗
盛
夏
両
雪
泣
焉
　
相
城
之
煙
色
応
変

対
満
月
而
l
　
霧
澹
安
　
達
董
之
華
飾
欲
添
（
密
隔
句
）

＊
…
…
緑
園
ミ
部
分
ハ
八
番
時
節
景
気
事
カ

生
前
善
根
　
誠
非
龍
韓
之
所
壷

（8）

夢
後
妙
果
　
定
知
烏
宏
之
元
疑（雑
隔
句
）

［
十
番
　
廻
向
句
事
］
（9）

縦
錐
備
十
地
之
□
位
　
　
依
我
方
赤
之
力

縦
堆
唱
三
身
之
成
道
　
　
添
彼
円
明
之
光

（
長
句
）

（
長
句
）

乃
至
阿
鼻
悉
備
香
唇（浸
句
）

敬
白

一
番
四
種
次
第
で
冒
頭
に
て
生
死
無
常
の
理
を
述
べ
た
後
、
二
番
聖
霊
平
生
存
生
之
様
で
後
三
条
院
の
生
前
の
至
徳
を
礼
賛
し
、
次
い
で

四
番
逝
去
之
様
が
綴
ら
れ
る
。
六
番
日
数
事
・
七
番
修
善
仏
経
事
に
て
眼
前
の
法
会
の
様
子
・
修
善
の
仏
像
経
典
の
こ
と
が
記
し
て
留
め
ら

れ
、
ふ
り
返
っ
て
五
番
悲
嘆
事
で
、
亡
人
の
死
を
嘆
く
描
写
と
な
る
。
結
び
は
、
十
番
廻
向
句
に
て
衆
生
救
済
を
期
す
。

右
の
中
で
、
八
番
・
九
番
の
理
解
・
位
置
付
け
が
問
題
と
な
る
。

時
節
景
気
を
描
い
て
い
る
の
は
、
確
か
に
「
臨
盛
夏
」
・
「
対
満
月
」
の
部
分
で
あ
る
が
、
こ
の
密
隔
句
中
の
上
旬
の
下
部
は
「
雪
泣
」
・
「
露

胞
」
で
あ
っ
て
後
三
条
院
の
死
を
悲
嘆
す
る
表
現
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
対
句
を
五
番
悲
嘆
事
の
内
容
と
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

八
番
に
相
当
す
る
表
現
と
し
て
は
、
他
の
作
品
に
も

○
椒
房
月
暗
　
妬
梁
鷺
之
讐
栖
　
　
虚
空
落
涙
　
秋
草
霹
而
露
寒



蘭
殿
燈
錆
　
傷
隙
脚
之
難
逐
　
　
山
野
含
悲
　
紅
林
推
而
風
咽

（
堀
河
院
御
仏
事
願
文
）

の
如
く
見
え
る
が
、
こ
れ
も
景
気
に
重
ね
て
悲
嘆
す
る
表
現
で
あ
り
独
立
し
て
は
い
な
い
。

そ
し
て
、
九
番
昔
因
縁
事
カ
と
疑
問
を
残
し
た
箇
所
は
「
往
昔
之
因
」
に
よ
っ
て
「
母
子
之
儀
」
を
得
た
と
い
う
表
現
で
、
願
主
と
故
人

に
つ
い
て
の
「
昔
」
　
の
「
因
縁
」
を
綴
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
も
、
現
世
で
の
縁
を
絶
た
れ
た
悲
し
み
に
導
く
表
現
中
の
所
で

あ
り
、
五
番
の
内
容
に
包
摂
し
う
る
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
加
え
て
、
『
王
津
不
渇
砂
』
に
言
う
九
番
昔
因
縁
事
は
、
通
常
、
古
典

（10）

籍
の
故
事
を
踏
ま
え
た
表
現
部
分
と
理
解
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
、
金
沢
文
庫
蔵
『
言
泉
集
』
）
　
の
標
題
等
に
「
因
縁
」
と
あ
る
帖
の

内
容
は
、

シ

テ

　

フ

　

ヲ

　

ト

　

　

　

ニ

ヲ

リ

カ

ウ

ケ

イ

セ

ウ

ノ

′

＼

タ

リ

○
劃
子
l
嘲
月
云
伯
玲
」
韓
伯
職
者
宋
1
都
－
人
也
少
　
失
父
一
」
輿
母
一
共
居
孝
敬
丞
－
々
（
以
下
略
）
（
四
帖
之
二
、
孝
養
困
轡

ノ

　

ニ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

テ

　

ニ

　

テ

　

　

　

　

ニ

　

　

　

　

　

ヲ

　

ニ

　

　

　

ス

〇
割
圏
矧
珂
矧
詞
矧
云
菩
提
流
支
詳
」
爾
時
世
尊
於
展
朝
時
嘉
衣
料
」
鉢
禰
勒
相
随
倶
大
王
舎
大
域
一
」
而
行
乞
草
遂
爾
往
到
　
（
中
略
）

巳
上
困
楓
可
用
女
院
中
御
願
若
又
可
用
福
貴
之
人
善
事
」
（
僧
中
道
修
）

で
あ
っ
て
、
願
主
と
追
善
の
対
象
と
な
る
故
人
と
の
「
緑
」
を
明
示
的
に
表
す
こ
と
を
意
味
し
な
い
。

次
に
見
る
「
法
勝
寺
常
行
堂
願
文
」
な
ど
に
は
、
『
王
子
年
拾
遺
記
』
・
『
楊
太
真
外
伝
』
と
い
っ
た
中
国
古
典
の
故
事
を
踏
ま
え
る
表
現
が

あ
り
、
こ
れ
を
以
っ
て
九
番
と
認
む
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
先
に
八
・
九
番
と
認
め
た
箇
所
は
、
五
番
の
表
現
と
し
て
理

解
す
べ
き
も
の
と
一
応
結
論
づ
け
ら
れ
る
。

こ
の
八
番
・
九
番
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、
尚
問
題
を
残
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
以
下
、
法
勝
寺
常
行
堂
願
文
な
ど
を
検
討
す
る
中

で
再
度
触
れ
る
こ
と
と
す
る
。

こ
の
法
勝
寺
常
行
堂
願
文
は
、
白
河
院
の
御
息
所
堀
河
院
の
母
で
あ
る
中
宮
賢
子
の
一
周
忌
供
養
に
際
し
て
、
法
勝
寺
に
常
行
堂
を
建
立

し
た
折
の
願
文
で
あ
る
。

『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
所
収
追
善
願
文
の
文
章
構
成
に
つ
い
て



（
標
題
）

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
諸
　
研
　
究

法
勝
寺
常
行
堂
供
養
願
文

ヽ
1
＼

ノ
ノ

［
一
番
蓋
聞

［
二
番
伏
惟

四
種
次
第
－
－
一
、
仏
法
賛
嘆
］

無
来
無
去
　
雲
静
於
常
在
之
山

へ
発
句
）

一
色
一
香
　
花
離
於
偏
空
之
水

聖
霊
平
生
存
生
之
様
］

（
雑
隔
句
）

希
夷
之
間
　
不
可
思
議
者
欺
（
連
句
）

（
傍
字
）

桃
天
春
漢

書
間
日
新

先
后
　
堤
宮
降
芽

塗
山
同
慶
（
緊
句
）

嘲
窟
花
於
南
陽
之
月

編
壊
芝
於
西
晋
之
風

託
根
於
博
陸
之
地

同
健
於
九
五
之
天
（
長
句
）

助
霜
露
之
感
而
十
二
年
　
頻
繁
拾
於
九
廟

（
雑
隔
句
）

専
淋
第
之
恩
而
幾
多
日
　
意
愛
併
在
一
身
（
密
隔
句
）

［
四
番
　
逝
去
之
様
］

自
彼
光
沈
於
象
貌
之
秋
　
煙
化
蜃
衛
之
夕
以
降

［
五
番
　
悲
嘆
事
］

雲
雨
無
跡
　
　
　
相
思
昔
枕
　
歌
暁
霜
而
未
能
眠

哀
楽
如
夢
　
　
　
合
歓
旧
余
　
地
夜
塵
而
与
誰
共

（
緊
句
）

壕
苗
金
枝
之
留
締
窓
也
　
鏡
匿
之
影
猶
掩

紅
粉
翠
黛
之
隔
貴
族
也
　
玉
筋
之
痕
難
乾

（
壌
カ
）

［
六
番
　
日
数
事
］

（
雑
隔
句
）春
草
暮
今
秋
風
驚
　
唯
知
一
念
之
不
改

椅
羅
華
今
管
弦
罷
　
還
傷
万
事
之
皆
空

（
密
隔
句
）

（
密
隔
句
）

（
緊
句
）

（
長
句
）

殿
憂
未
半

周
辰
欲
盈

（
恋
カ
）

須
変
腕
変
之
契

以
廻
抜
済
之
謀



［
七
番
　
修
善
仏
経
事
］

法
勝
寺
裏
　
新
建
一
堂
　
奉
安
置
等
身
金
色
阿
禰
陀
如
来
像
一
躯
　
三
尺
観
世
音
得
大
勢
地
蔵
龍
樹
四
菩
薩
像
各
一
躯
　
奉
書
写
金
字
妙

法
蓮
華
経
一
部
八
巻
　
無
量
義
観
普
賢
阿
爾
陀
般
若
心
経
各
一
巻

（
法
会
ノ
様
子
）

白
竜
烏
惹
　
画
妙
相
於
人
中
之
尊
　
仲
秋
暮
景

繍
栖
画
梁
　
備
藻
餅
於
天
上
之
匠
　
吉
曜
良
辰

（
雑
隔
句
）
　
　
　
（
緊
句
）

便
置
禅
僧
　
長
唱
暁
夕
之
念
備
　
所
生
善
根

（
浸
句
）

威
資
先
后（緊
句
）

（
亡
者
菩
提
祈
願
）

就
真
言
教
之
軌
儀

修
金
剛
界
之
供
養
（
長
句
）

聖
賢
成
群
　
焼
以
百
和
之
香

椀
麻
満
座
　
散
以
四
照
之
等

（
緊
句
）

（
長
句
）

仰
願
　
　
出
車
刑
之
故
郷

（
傍
字
）

別
椒
房
之
虚
帳

（
以
下
、
九
番
昔
因
縁
事
カ
）

嗟
呼
　
　
詔
顔
如
在
眼
前

へ
傍
字
）

婦
音
絶
於
耳
底

［
十
番
　
廻
向
句
事
］

乃
至
法
界
平
等
利
益

（
漫
句
）

早
大
浄
妙
月
輪
之
界

新
昇
大
宝
花
茎
之
床
（
密
隔
句
）

螢
金
人
而
擬
闇
野
之
石

叩
花
鐘
而
代
斜
谷
之
鈴
（
密
隔
句
）

敬
白

精
舎
不
傾
　
宜
伝
樟
至
悌
之
世

香
煙
無
断
　
将
期
星
宿
劫
之
時

（
雑
隔
句
）

冥
々
埋
　
向
誰
懲
之

（
「
之
」
脱
力
）

綿
々
之
恨
　
唯
彿
照
之

（11）

九
番
昔
因
縁
事
に
相
当
す
る
箇
所
の
「
闇
野
之
石
」
・
「
斜
谷
之
鈴
」
は
、
小
峯
氏
の
指
摘
さ
れ
る
如
く
李
夫
人
・
貴
妃
の
故
事
を
踏
ま
え

る
。
○
闇
野
之
石
者
、
漠
武
帝
恋
二
李
夫
人
一
刻
二
間
野
之
石
一
為
二
彼
形
」
石
言
云
、
我
有
レ
毒
、
不
レ
可
レ
令
レ
近
云
々
、
斜
谷
之
鈴
者
、
玄
宗
幸
レ

『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
所
収
追
善
願
文
の
文
章
構
成
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇

萄
之
時
、
聴
二
斜
谷
鈴
声
ハ
　
思
二
貴
妃
」
夜
雨
聴
レ
猿
腸
断
声
、
猿
字
可
レ
改
二
鈴
字
」
件
書
昔
所
二
披
見
一
也
云
々
、
（
『
江
談
抄
』
第
六
・
仰
望

『
江
談
抄
』
に
も
、
こ
の
願
文
の
「
闇
野
之
石
」
・
「
斜
谷
之
鈴
」
の
こ
と
が
話
題
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
右
の
引
用
は
、
匡
房
の
答
え
の
箇

所
で
あ
る
。

九
番
と
し
た
箇
所
は
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
故
事
を
（
亡
者
菩
提
祈
願
）
を
綴
る
所
に
重
ね
て
い
る
。
本
願
文
に
於
い
て
も
九
番
の
独
立
性

は
希
薄
で
あ
る
。

㈲
匡
房
作
追
善
願
文
の
文
章
構
成
上
の
類
型
的
性
格

こ
の
項
で
は
、
残
り
十
八
篇
を
含
め
て
文
章
構
成
を
見
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
が
、
九
番
に
相
当
す
る
中
国
古
典
の
故
事
を
踏
ま
え
る
か
ど

う
か
は
別
と
し
て
、
亡
者
へ
の
菩
提
祈
願
の
箇
所
は
「
唯
願
」
・
「
仰
願
」
等
の
傍
字
を
冠
し
て
共
通
し
て
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ

る
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
十
番
廻
向
句
事
と
の
関
係
も
問
題
と
な
る
が
、
今
は
、
ま
ず
、
こ
の
菩
提
祈
願
を
認
め
て
匡
房
の
追
善
願
文
の

表
現
内
容
に
即
し
て
分
析
す
る
こ
と
と
し
、
再
度
、
『
王
澤
不
渇
紗
』
　
に
戻
っ
て
考
え
て
み
た
い
。

1
、
後
三
条
院
五
七
日
御
願
文

一
番
（
世
間
無
常
通
用
儀
）
　
「
風
聞
」
1
二
番
「
伏
惟
」
1
四
番
「
然
猶
」
1
六
番
「
方
今
」
1
七
番
1
五
番
（
＋
八
番
）
1
十
番
1
「
敬
白
」

2
、
殿
下
御
八
請
願
文

一
番
（
仏
法
賛
嘆
）
　
「
弟
子
某
敬
白
」
1
二
番
「
伏
惟
」
1
四
番
1
五
番
「
於
戯
」
1
七
番
1
（
法
会
ノ
様
子
）
（
＋
八
番
）
1
（
亡
者
菩
提
祈
願
）

八
十
九
番
）
1
十
番
1
「
敬
白
」

3
、
為
亡
室
四
十
九
日
願
文

一
番
（
悲
嘆
哀
傷
）
　
「
弟
子
某
敬
白
」
1
二
番
「
伏
惟
」
1
四
番
「
而
」
1
五
番
1
六
番
「
方
今
」
1
七
番
1
（
亡
者
菩
提
祈
願
）
1
十
番
1
「
敬

白
」4
、
金
剛
寿
院
供
養
願
文



一
番
（
仏
法
賛
嘆
）
　
「
蓋
聞
」
1
（
寺
院
ノ
縁
起
）
「
夫
」
1
四
番
「
麦
」
1
五
番
1
六
番
「
方
今
」
1
七
番
「
即
」
1
（
法
会
ノ
様
子
）
（
＋
八

番
）
1
（
亡
者
菩
提
祈
願
）
八
十
九
番
）
1
十
番
1
「
敬
白
」

5
、
法
勝
寺
常
行
堂
供
養
願
文

一
番
（
仏
法
賛
嘆
）
「
蓋
聞
」
1
二
番
「
伏
惟
」
1
四
番
1
五
番
1
六
番
1
七
番
1
（
法
会
ノ
様
子
）
1
（
亡
者
菩
提
祈
願
）
「
仰
願
」
（
＋
九
番
）

1
十
番
1
「
敬
白
」

6
、
円
徳
院
供
養
願
文

一
番
（
仏
法
賛
嘆
）
　
「
蓋
聞
」
1
二
番
「
伏
惟
」
1
四
番
「
麦
」
1
五
番
1
六
番
「
抑
」
1
七
番
1
（
亡
者
菩
提
祈
願
）
　
「
願
」
八
十
九
番
）
1
十

番
1
「
敬
白
」

7
、
母
堂
為
先
老
修
善
願
文

（
願
文
の
主
旨
）
1
二
番
「
抑
」
1
五
番
「
然
而
」
1
七
番
「
仇
」
1
（
亡
者
菩
提
祈
願
）
「
唯
願
」
（
＋
九
番
）
1
十
番
1
「
敬
白
」

8
、
安
楽
寺
内
満
願
寺
願
文

一
番
（
仏
法
賛
嘆
）
「
弟
子
」
1
（
願
主
ノ
立
場
カ
ラ
発
願
ノ
経
緯
ヲ
述
ベ
ル
）
1
七
番
「
因
並
」
1
（
亡
者
菩
提
祈
願
）
1
十
番
1
「
敬
白
」

9
、
遠
江
内
侍
為
母
周
忌
願
文

一
番
（
孝
行
儀
）
　
「
女
弟
子
」
1
四
番
1
七
番
「
仇
」
1
二
番
「
抑
」
1
五
番
「
於
戯
」
（
＋
九
番
）
1
（
亡
者
菩
提
祈
願
）
　
「
仰
願
」
1
十
番
1

「
敬
白
」
1
0
、
堀
河
院
旧
臣
結
線
経
願
文

一
番
（
悲
嘆
哀
傷
）
「
先
朝
旧
臣
」
1
二
番
「
伏
惟
」
1
三
番
「
於
是
」
1
四
番
1
五
番
（
＋
九
番
）
1
六
番
1
七
番
「
佃
」
1
（
亡
者
菩
提
祈

願
）
　
「
嵯
呼
」
1
十
番
1
「
敬
白
」

1
1
、
前
女
御
道
子
逆
修
願
文

『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
所
収
追
善
願
文
の
文
章
構
成
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
譜
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二

一
番
（
仏
法
賛
嘆
）
「
夫
以
」
1
（
願
主
ノ
立
場
カ
ラ
発
願
ノ
経
緯
ヲ
述
ベ
ル
）
1
七
番
1
（
法
会
ノ
様
子
）
（
＋
八
番
）
1
（
亡
者
菩
提
祈
願
）
↓

十
番
1
「
敬
白
」

1
2
、
皇
后
宮
亮
願
文

一
番
（
仏
法
賛
嘆
）
「
弟
子
某
敬
白
」
1
（
願
主
ノ
立
場
カ
ラ
発
願
ノ
経
緯
ヲ
述
ベ
ル
）
1
七
番
1
五
番
（
＋
八
番
）
1
（
亡
者
菩
提
祈
願
）
「
仰
願
」

1
十
番
1
「
敬
白
」

1
3
、
奉
為
故
博
陸
殿
室
家
被
供
養
自
筆
法
華
経
願
文

一
番
（
悲
嘆
哀
傷
）
「
未
亡
人
」
1
二
番
1
四
番
1
五
番
1
七
番
「
佃
」
1
（
亡
者
菩
提
祈
願
）
「
願
以
」
1
十
番
1
「
敬
白
」

1

4

、

同

七
番
「
弟
子
菩
薩
戒
尼
敬
白
」
1
四
番
1
五
番
1
（
亡
者
菩
提
祈
願
）
「
願
」
1
十
番

1
5
、
源
中
将
願
文

一
番
（
悲
嘆
哀
傷
）
「
弟
子
」
1
二
番
「
亡
室
藤
原
氏
」
1
四
番
「
於
是
」
1
五
番
1
六
番
1
七
番
1
（
法
会
ノ
様
子
）
（
＋
八
番
）
1
五
番
（
＋

九
番
）
「
鳴
呼
」
1
（
亡
者
菩
提
祈
願
）
「
唯
願
」
1
十
番
1
「
敬
白
」

1
6
、
右
大
弁
奉
明
母
被
修
道
修
善
願
文

一
番
（
世
間
無
常
通
用
儀
）
「
弟
子
某
敬
白
」
1
二
番
「
伏
惟
」
1
七
番
1
五
番
八
十
九
番
）
「
於
戯
」
1
（
亡
者
菩
提
祈
願
）
「
仰
願
」
1
十
番

1
「
敬
白
」

1
7
、
中
宮
御
堂
供
養
願
文

一
番
（
仏
法
賛
嘆
）
「
蓋
聞
」
1
（
願
主
ノ
立
場
カ
ラ
故
人
二
言
及
）
「
伏
惟
」
1
四
番
「
於
是
」
1
五
番
1
七
番
1
（
法
会
ノ
様
子
）
（
＋
八
番
V

l
（
亡
者
菩
提
祈
願
）
　
「
嵯
呼
」
1
十
番
1
「
敬
白
」

1
8
、
円
宗
寺
五
大
堂
願
文



（
聖
仁
賛
嘆
）
「
蓋
聞
」
1
二
番
「
伏
惟
」
1
四
番
1
五
番
1
七
番
1
（
法
会
ノ
様
子
）
八
十
八
番
）
1
（
亡
者
菩
提
祈
願
）
1
十
番
1
「
敬
白
」

1
9
、
頭
季
卿
室
千
日
講
結
願
願
文

一
番
（
世
間
無
常
通
用
儀
）
「
女
弟
子
藤
原
氏
敬
白
」
1
（
願
主
ノ
立
場
カ
ラ
発
願
ノ
経
緯
ヲ
述
ベ
ル
）
　
「
弟
子
」
1
六
番
1
七
番
1
（
亡
者
菩
提
祈

願
）
1
十
番
1
「
敬
白
」

2
0
、
大
北
政
所
奉
為
故
二
条
殿
於
高
陽
院
被
修
八
講
願
文

一
番
（
世
間
無
常
通
用
儀
）
「
弟
子
覚
妙
敬
白
」
1
二
番
「
伏
以
」
1
五
番
「
乃
是
」
1
七
番
1
六
番
1
五
番
（
＋
八
番
）
1
（
亡
者
菩
提
祈
願
）

八
十
九
番
）
「
昔
」
1
十
番
1
「
敬
白
」

以
上
、
匡
房
の
作
っ
た
二
十
篇
の
追
善
願
文
に
つ
い
て
文
章
構
成
を
見
て
き
た
。
そ
の
類
型
的
性
格
と
し
て
は
、
一
番
か
ら
七
番
ま
で
、

ほ
ぼ
こ
の
順
で
叙
述
さ
れ
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
五
番
悲
嘆
事
は
、
六
・
七
番
に
続
い
て
法
会
の
様
子
を
述
べ
た
後

綴
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

又
、
三
番
は
、
貴
人
の
病
気
の
様
を
具
体
的
に
描
く
こ
と
を
禁
忌
し
て
か
、

○
於
是
　
霧
露
相
侵
　
　
　
華
氏
葛
洪
之
方
金
丹
失
験

歳
月
推
移
　
　
悌
法
神
道
之
薦
感
應
省
効
　
　
（
1
0
、
堀
河
院
旧
臣
結
線
経
願
文
）

（
緊
句
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
句
）

を
見
る
程
度
で
詳
し
く
は
描
か
れ
な
い
。

こ
の
二
十
篇
を
通
覧
す
る
と
、
や
は
り
、
八
番
・
九
番
は
、
こ
れ
単
独
で
記
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
七
番
に
続
く
法
会
の
様
子
を
述
べ
る

下
り
に
八
番
時
節
景
気
を
重
ね
て
記
す
、
又
、
亡
者
の
菩
提
祈
願
の
段
に
九
番
故
事
を
重
ね
る
と
い
っ
た
具
合
で
あ
っ
て
、
独
立
性
に
乏
し

く
、
二
次
的
な
も
の
と
認
む
べ
き
で
あ
る
と
判
ぜ
ら
れ
る
。

先
に
、
丸
括
弧
に
入
れ
て
留
保
し
た
も
の
の
う
ち
、
ほ
ぼ
二
十
篇
に
共
通
し
て
描
か
れ
た
の
は
、
（
法
会
ノ
様
子
）
　
と
（
亡
者
菩
提
祈
願
）

『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
所
収
追
善
願
文
の
文
章
構
成
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

で
あ
っ
た
。

こ
の
う
ち
、
（
法
会
ノ
様
子
）
は
、
常
に
七
番
修
善
仏
経
事
の
後
に
置
か
れ
て
内
容
的
に
も
連
続
す
る
の
で
七
番
に
含
め
て
差
し
っ
か
え
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
又
、
（
亡
者
菩
提
祈
願
）
　
も
、
常
に
十
番
廻
向
句
事
に
前
置
さ
れ
る
。
本
来
、
廻
向
句
と
は
、
善
行
・
功
徳
を
一
切
衆

生
に
め
ぐ
ら
す
こ
と
を
願
う
句
で
あ
る
が
、
匡
房
の
願
文
の
場
合
、
故
人
の
菩
提
祈
願
1
衆
生
救
済
祈
願
と
い
う
一
連
の
〝
祈
願
″
を
述
べ

（12）

て
結
ぶ
こ
と
が
定
型
化
し
て
お
り
、
こ
れ
を
包
ん
で
十
番
と
見
倣
し
得
る
よ
う
で
あ
る
。
叡
山
文
庫
真
如
蔵
『
類
句
抄
』
に
は
、
こ
の
亡
者

の
菩
提
祈
願
を
記
す
匡
房
の
追
善
願
文
中
の
句
を
、

○
十
善
特
而
鵠
十
号
宜
聞
鵜
王
万
字
之
胸
」
国
母
改
而
構
悌
母
婿
戯
龍
女
八
相
之
記
　
　
匡
房
」
　
　
　
　
　
　
（
1
7
、
中
宮
御
堂
供
養
原
文
）

美
女
形
也

○
合
歓
昔
扁
生
解
脱
清
涼
之
風
」
同
心
夜
枕
破
妄
想
顛
倒
之
夢
」
不
奪
浮
嚢
於
波
旬
到
八
功
徳
」
永
全
木
叉
於
意
態
遊
七
覚
苑
　
　
匡
房
」

（
1
1
、
前
女
御
道
子
逆
修
願
文
）

○
孝
敬
之
切
白
花
特
薦
青
蓮
恩
愛
深
南
隣
遂
悟
中
道
」
照
陽
殿
之
佳
人
託
香
煙
而
再
見
」
玄
都
敏
之
痩
馬
賦
羅
衣
而
不
蹄
」
　
　
　
　
（
同
）

の
如
く
引
い
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
摘
句
は
、
「
第
廿
二
　
願
文
十
三
　
廻
向
」
と
題
す
る
所
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
『
類
句
抄
』

撰
述
者
も
こ
れ
を
十
番
廻
向
句
事
に
含
め
て
考
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

結
局
、
先
に
留
保
し
た
　
（
法
会
ノ
様
子
）
　
は
七
番
に
、
（
亡
者
菩
提
祈
願
）
　
は
十
番
に
属
せ
し
め
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。

以
上
の
如
く
考
え
て
ゆ
く
と
、
匡
房
作
追
善
願
文
の
文
章
構
成
は
、
基
本
的
に
は
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

＼
・
‥
‥
・
・
・
・
・
1
1
‥
・
‥
‥
l
‥
・
・
・
・
‥
・
故
人
の
生
と
死
‥
・
‥
・
・
‥
‥
‥
‥
‥
－
‥
・
l
l
・
・
・
‥
‥
ノ

1

・

‥

‥

‥

‥

・

‥

・

・

‥

‥

‥

・

序

l

‥

‥

‥

・

‥

‥

・

・

‥

‥

・

‥

」

〇
一
番
四
種
次
第
（
主
と
し
て
仏
法
賛
嘆
）
1
二
番
聖
霊
平
生
存
生
之
様

（
三
番
病
中
之
様
）

四
番
逝
去
之
様

「

・

残

さ

れ

た

者

の

悲

し

み

・

l

ノ

　

　

1

…

…

・

…

・

…

法

会

の

様

子

…

・

…

…

・

…

・

ノ

　

　

1

…

・

祈

願

・

…

・

ノ

　

　

1

‥

結

…

ノ

1
五
　
番
　
悲
　
嘆
　
事
1
六
番
日
数
事
1
七
番
修
善
仏
経
事
1
十
番
廻
向
句
事
1
「
敬
白
」



⇒

八
番
時
節
景
気
事

ヰ

九
番
音
因
縁
事

五
、
唱
導
文
献
に
引
用
さ
れ
た
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
所
収
追
善
願
文
の
摘
句
1
－
女
章
構
成
と
の
関
わ
り
か
ら
－

『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
所
収
の
追
善
願
文
は
、
後
世
の
唱
導
文
献
に
多
大
の
影
響
を
与
え
た
よ
う
で
あ
る
。
金
沢
文
庫
蔵
『
言
泉
集
』

を
は
じ
め
と
し
て
、
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
の
追
善
願
文
よ
り
多
く
の
佳
句
を
引
用
し
て
い
る
。
今
、
こ
れ
ら
の
摘
句
が
、
文
章
構
成
上
、

元
の
願
文
の
ど
の
部
分
に
当
る
か
を
見
て
み
る
。
後
世
の
唱
導
文
献
の
引
用
箇
所
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
匡
房
作
の
追
善
願
文
の
ど
の

部
分
が
後
世
佳
句
と
認
め
ら
れ
た
か
が
推
定
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
こ
の
こ
と
を
通
し
て
匡
房
が
文
章
構
成
上
の
ど
こ
に
力
点
を
置
い
て

作
文
し
た
の
か
も
推
量
さ
れ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

後
世
の
唱
導
文
献
に
拾
わ
れ
る
摘
句
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

㈲
金
沢
文
庫
蔵
『
言
泉
集
』

ス

　

　

ニ

　

　

タ

ヽ

イ

テ

ホ

ト

キ

ヲ

　

コ

ト

　

ナ

リ

　

ニ

ニ

ツ

カ

ウ

キ

ム

　

ヲ

　

テ

　

　

ク

ソ

ヽ

ク

ヲ

　

　

　

　

ニ

　

ク

ス

　

ヲ

　

　

　

　

ニ

　

　

　

ニ

○
弟
子
身
非
二
庄
生
一
不
能
叩
　
盆
　
而
歌
材
異
二
曾
子
一
共
隔
二
合
雪
之
義
一
泣
而
又
泣
演
涙
於
北
芭
之
月
一
歎
鎖
二
魂
於
白
楊
之
風
一
鸞
－
鏡
徒

ツ

　

　

　

　

　

　

カ

　

　

　

　

タ

ス

　

　

　

　

　

　

　

レ

リ

拗
平
生
之
膏
容
何
在
鴛
会
空
委
往
日
之
余
香
猶
遺
　
匡
房
（
二
帖
之
一
反
魂
者
）
1
3
為
亡
室
四
十
九
日
願
文
＝
五
番
悲
嘆
事

ノ

ノ

　

　

　

ク

レ

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

ノ

　

ニ

ス

　

　

　

　

　

ヲ

○
徳
嶺
春
風
、
久
重
一
子
之
慈
悲
乳
海
秋
浪
幸
全
五
尺
之
形
骸
一
近
江
内
侍
鵠
母
周
忌
　
同
（
匡
房
）
　
（
四
帖
之
一
孝
養
句
為
亡
母
）
1
9
遠

江
内
侍
為
母
周
忌
願
文
＝
該
当
句
不
見

ワ

カ

ウ

シ

テ

　

　

　

　

ノ

ニ

　

　

　

　

　

ト

シ

テ

ス

ヘ

テ

　

ヲ

ク

ル

ヽ

　

ノ

ニ

　

　

　

ト

シ

テ

ニ

　

　

　

　

　

　

ニ

　

　

ク

　

こ

○
少
　
而
先
二
暮
歯
親
乏
恨
蒼
≧
然
　
不
答
老
而
後
　
壮
年
子
乏
悲
綿
≧
終
元
期
一
有
恥
向
人
l
只
宜
訴
備
一
大
北
政
所
烏
二
候
殿
（
四

シ

帖
之
三
　
亡
息
）
1
2
0
大
北
政
所
奉
為
故
二
条
殿
於
高
陽
院
被
修
八
講
願
文
＝
十
番
廻
向
句
事

『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
所
収
追
善
原
文
の
文
章
構
成
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ニ

〇
應
一
千
之
昌
期
践
九
五
之
帝
位
一
徳
越
三
皇
春
誇
碗
ゝ
之
化
一
智
周
万
物
夷
夏
蹄
穆
主
之
仁
壷
日
楊
再
昌
之
鳶
三
風
俸
中
興
之
名
　
堀
川

院
法
縁
結
　
匡
房
（
四
帖
之
四
　
断
簡
）
1
1
0
堀
河
院
旧
臣
結
線
経
願
文
＝
二
番
聖
霊
平
生
存
生
之
様

シ

　

　

　

ヲ

　

　

　

　

　

　

セ

ン

　

　

　

ヲ

○
金
輪
聖
王
塞
邪
賓
而
献
金
砂
之
軍
御
毒
－
域
而
期
南
山
之
齢
一
囲
宗
寺
五
大
堂
　
匡
房
（
四
帖
之
四
　
敢
勝
講
廻
向
余
）
1
1
8
円
宗
寺

五
大
堂
原
文
＝
十
番
廻
向
句
事
（13）

②
阪
本
龍
門
文
庫
本
啓
白
諸
句
集

○
降
山
岳
之
紳
霧
の
受
河
洛
之
秀
気
一
致
君
於
尭
舜
這
俗
於
責
炎
一
四
海
皆
戴
勇
牛
之
恩
一
百
官
共
寄
惣
己
之
籍
居
卿
1
2
殿
下
御
八

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ス

　

　

　

　

　

　

　

ハ

ウ

コ

請
願
文
＝
二
番
聖
霊
平
生
存
生
之
様

○
椒
聯
秋
茂
椅
菌
之
月
添
レ
慶
、
龍
光
春
喧
飛
苦
之
風
臥
レ
馨
曜
品
1
6
円
徳
院
供
養
願
文
＝
二
番
聖
霊
平
生
存
生
之
様

シ

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

㈲
叡
山
文
庫
真
如
蔵
本
『
類
句
抄
』
　
第
十
願
文
一
発
句

○
彿
法
法
花
満
月
園
融
之
尊
影
分
於
百
億
之
外
」
賛
蓮
関
数
之
教
香
遽
於
三
千
之
中
　
京
極
前
太
政
大
臣
八
講
　
匡
房
」
1
2
殿
下
御
八
講
願
文
＝
一

番
四
種
次
第

○
彿
法
摩
尼
妙
覚
之
珠
鰐
二
乗
於
前
後
」
醍
醐
円
頓
之
味
読
万
方
於
古
今
白
河
院
供
富
徳
院
」
匡
房
」
1
6
円
徳
院
供
養
願
文
＝
一
番
四
種
次
第

○
聖
凡
道
應
玄
化
謂
之
聖
　
慈
救
被
蒼
生
謂
之
仁
」
如
彼
聖
与
仁
吾
呈
敢
哉
　
後
三
条
院
」
1
1
8
円
宗
寺
五
大
堂
願
文

○
＊
「
第
廿
二
　
願
文
十
三
　
廻
向
」
所
収
摘
句
ハ
前
引
。

田
の
建
、
畑
の
2
・
6
・
1
8
の
摘
句
は
、
元
来
、
部
立
て
通
り
に
一
番
四
種
次
第
や
十
番
廻
向
ば
か
り
を
収
め
た
も
の
で
あ
る
の
で
こ
れ
を

除
外
し
て
考
え
て
も
、
そ
の
他
は
、
二
番
－
亡
者
の
生
前
の
徳
性
、
五
番
－
残
さ
れ
た
者
の
悲
し
み
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
、
対
句
に
よ
っ
て
綴
ら
れ
る
箇
所
で
あ
り
、
六
番
・
七
番
の
如
く
、
こ
れ
を
原
則
と
し
な
い
で
連
句
を
中
心
と
し

て
い
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
。
即
ち
、
六
番
・
七
番
な
ど
が
記
録
的
性
格
の
強
い
の
に
対
し
て
二
番
・
五
番
は
修
辞
を
こ
ら
し
た
表
現
に
な

っ
て
お
り
、
願
文
表
現
の
主
軸
が
此
辺
に
存
し
た
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。



六
、
む
　
　
す
　
　
び

以
上
、
院
政
期
漢
文
の
研
究
の
一
階
梯
と
し
て
大
江
匡
房
の
追
善
願
文
を
取
上
げ
、
『
王
澤
不
渇
紗
』
の
基
準
に
照
ら
し
て
文
章
構
成
を
観

察
し
た
。
補
正
す
べ
き
点
も
多
ゝ
存
し
よ
う
が
後
日
に
期
し
た
い
と
思
う
。

残
さ
れ
た
課
題
と
し
て
は
、
一
つ
に
、
平
安
時
代
初
・
中
期
の
追
善
願
文
と
の
比
較
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
時
代
が
下
る
に
つ
れ
、
願
文
の

文
章
構
成
に
何
ら
か
の
変
容
が
認
め
ら
れ
る
の
か
否
か
を
調
べ
て
み
た
い
。
二
つ
め
に
、
匡
房
作
追
善
願
文
に
つ
い
て
、
文
章
構
成
以
外
の

観
点
か
ら
そ
の
言
語
の
分
析
を
行
う
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
し
あ
た
り
、
語
彙
表
現
の
類
型
や
助
字
の
使
い
方
の
傾
向
を
も
と

め
て
み
る
こ
と
を
課
題
と
し
た
い
。
例
え
ば
、
五
番
悲
嘆
事
を
描
く
に
も
、
「
白
楊
之
風
」
・
「
雲
雨
」
な
ど
、
如
何
な
る
素
材
を
用
い
て
表
現

す
る
か
が
問
題
と
な
る
。

さ
ら
に
、
か
よ
う
の
語
彙
表
現
が
、
平
家
物
語
な
ど
、
願
文
・
表
白
の
表
現
の
影
響
が
強
い
と
さ
れ
る
作
品
と
ど
う
関
係
し
て
く
る
か
と

い
う
問
題
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

注（
1
）
　
小
林
芳
規
「
鎌
倉
時
代
語
研
究
の
方
法
」
（
平
成
三
年
度
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
夏
期
研
究
集
会
口
頭
発
表
、
平
成
3
・
8
）
　
に
於
い
て
鎌
倉
時
代

の
文
献
群
と
言
語
の
性
格
と
の
相
関
の
全
体
像
を
描
か
れ
て
お
り
注
目
さ
れ
る
。

（
2
）
　
小
峯
和
明
「
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
　
の
世
界
（
二
）
　
－
後
三
条
院
関
連
願
文
を
中
心
に
ー
」
　
（
『
中
世
文
学
研
究
』
1
4
、
昭
6
3
・
8
）

（
3
）
　
拙
稿
「
文
章
構
成
法
か
ら
観
た
平
安
初
頭
期
追
善
願
文
の
文
体
」
　
（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
2
、
平
安
3
・
6
）

（
4
）
　
六
地
蔵
寺
本
の
訓
点
の
性
格
に
つ
い
て
は
、

小
林
芳
規
「
六
地
蔵
寺
蔵
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
　
の
訓
鮎
に
つ
い
て
」
　
（
六
地
蔵
寺
善
本
叢
刊
3
、
昭
5
9
・
汲
古
書
院
）

に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
も
こ
れ
に
関
し
て
本
文
と
訓
点
と
の
対
応
と
い
う
観
点
か
ら
調
べ
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
5
）
　
六
地
蔵
寺
本
「
F
従
」
に
作
る
、
身
延
文
庫
本
（
小
峯
⑧
論
文
）
　
に
よ
っ
て
訂
す
。

『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
所
収
追
善
願
文
の
文
章
構
成
に
つ
い
て



鎌
　
倉

（
6
）
　
六
地
蔵
寺
本

（
7
）
　
六
地
蔵
寺
本

（
8
）
　
六
地
蔵
寺
本

（
9
）
　
六
地
蔵
寺
本

時
　
代
　
語
　
研
　
究

「
海
」
字
元
、
身
延
文
庫
に
拠
り
補
う
。

「
神
無
」
の
二
字
元
、
身
延
文
庫
本
に
拠
り
補
う
。

「
定
」
字
元
、
身
延
文
庫
本
に
拠
り
補
う
。

「
縦
」
～
「
位
」
元
、
身
延
文
庫
本
に
拠
り
補
う
。

（
1
0
）
　
昭
和
五
十
九
年
十
月
三
・
四
・
五
日
原
本
、
昭
和
六
十
年
八
月
二
十
・
二
十
一
・
二
十
二
日
マ
イ
ク
ロ
写
真
本
調
査
。

（
1
1
）
　
小
峯
和
明
「
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
の
世
界
（
三
）
　
－
中
宮
賢
子
追
善
願
文
を
め
ぐ
っ
て
－
」
（
『
中
世
文
学
研
究
』
堕
平
成
元
・
8
）

（
ほ
）
．
細
田
季
男
「
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
と
唱
導
文
献
」
（
『
中
央
大
学
国
文
』
輿
昭
6
0
・
3
）
付
載
の
資
料
に
拠
る
、
原
本
未
見
。

（
1
3
）
　
昭
和
六
十
一
年
七
月
二
十
四
・
二
十
五
日
原
本
調
査
。

〔
付
記
〕
　
本
稿
は
、
平
成
三
年
度
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
夏
期
研
究
集
会
に
於
い
て
、
口
頭
発
表
し
た
も
の
を
基
に
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
小
林

芳
規
先
生
、
沼
本
克
明
先
生
よ
り
貴
重
な
御
教
示
を
賜
わ
り
、
貴
重
本
及
び
そ
の
マ
イ
ク
ロ
写
真
本
の
閲
覧
に
際
し
て
、
金
沢
文
庫
、
阪
本
龍
門
文

庫
御
当
局
の
御
許
可
を
賜
わ
っ
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。




